
鶴
岡
市
立
図
書
館
本
館、

の
新
た
な
整
備
に
向
け
て

事
務
局
案
が

月

日
、

11

27

市
総
合
教
育
会
議
に
示
さ

れ
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
（
仮
称
）

は
、
令
和
６
～
７
年
度
に

基
本
構
想
と
基
本
計
画
を

策
定
し
、
建
設
候
補
地
は

基
本
計
画
策
定
の
中
で
検

討
す
る
と
の
こ
と
で
、
図

書
館
へ
の
他
施
設
の
集
約

や
統
合
も
、
検
討
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

新
た
な
図
書
館
像
は
５

つ
の
視
点
（

）
で
、

上
図

新
し
く
「
藩
校
致
道
館
の

理
念
」
を
取
り
入
れ
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
偏
ら
な

い
か
心
配
で
す
。

鶴
岡
市
の
新
た
な
図
書

館
整
備
は
、
他
自
治
体
か

ら
大
き
く
遅
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
後
発
と
な
っ

た
か
ら
こ
そ
、
先
進
地
に

多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来

ま
す
。

整
備
す
る
図
書
館
を
単

体
と
し
て
捉
え
る
の
で
は

な
く
、
広
域
な
地
域
エ
リ

ア
全
体
で
捉
え
て
、
旧
町

村
か
ら
も
利
用
し
や
す
い

場
所
を
選
び
、
分
館
の
機

能
分
担
や
連
携
も
視
野
に。

入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す

全
国
で
は
、
多
機
能
を

融
合
し
た
新
し
い
図
書
館

整
備
が
、
２
０
１
８
年
～

年
の
４
年
間
の
平
均
で

21
％
と
な
る
な
ど
、
複
合

81施
設
の
占
め
る
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
（
日
本

図
書
館
協
会
調
査
。）

し
か
し
、
複
合
施
設
で

の
図
書
利
用
は
、

％
程

15

度
と
の
調
査
も
あ
り
「
つ
、

い
で
利
用
」
で
利
用
者
が

増
え
る
こ
と
は
な
い
と
の

指
摘
も
あ
り
ま
す
。
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市
立
図
書
館
の
新
た
な
整
備
へ

候
補
地
は
基
本
計
画
策
定
の
中
で

ふ
る
さ
と
賛
歌

15

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

八
色
木
薬
師
瑠
璃
光
如

（

）

来
堂
の
由
来

つ
づ
き

日
向
三
右
衛
門
は
、
羽

黒
山
荒
澤
寺
に
薬
師
堂
を

寄
進
し
て
い
る
が
、
八
色

木
の
薬
師
堂
と
全
く
同
じ

社
殿
で
あ
る
。

そ
の
後
何
度
か
建
替
修

復
し
て
い
る
が
、
仏
具
や

香
炉
、
飯
椀
等
に
日
向
三

左
衛
門
の
名
入
り
で
現
在

も
使
わ
れ
て
い
る
。

（

）
、

昨
年
令
和
４
年
に

年
に
一
度
の
寅
年
ご
縁

12年
と
し
て
、
本
尊
薬
師
如。

来
の
ご
開
帳
が
行
わ
れ
た

こ
れ
ま
で
八
色
木
地
区

の
住
民
し
か
見
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
が
、
一
般

の
人
に
も
公
開
さ
れ
た
。

海
藤
徳
右
衛
門
の
代
々

当
主
は
、
入
峰
（
に
ゅ
う

ぶ
）
修
業
を
遂
げ
、
優
婆

塞
（
う
ば
そ
く
＝
正
式
の

僧
侶
と
な
ら
ず
、
在
家
の

ま
ま
で
佛
道
修
業
に
励
む

人
）
と
な
り
、
山
伏
名
は

真
善
院
の
法
号
、
白
袴
、

及
び
紫
紋
、
白
の
結
袈
裟

ゆ
い
げ
さ

の
着
用
を
許
可
さ
れ
て
、

薬
師
堂
の
堂
守
り
と
な
っ

た
。

（

）、

貞
享
３
年
１
６
８
６

現
在
地
に
敷
地
２
７
３
坪

に
建
立
す
る
や
、
近
郷
の

老
若
男
女
が
寄
り
集
ま

ろ
う
に
や
く
な
ん
に
よ

り
、
祭
典
も
年
ご
と
に
盛

大
に
な
り
、
庄
内
三
大
祭

り
の
一
つ
と
称
さ
れ
た
。

（

）

つ
づ
く

（
写
真
は
ふ
じ
し
ま
観
光

協
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
）



温
海
温
泉
ば
ら
園
は
、

開
園
か
ら

年
以
上
経
過

50

し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
進
め
ま
す
。

令
和
４
年
度
か
ら
６
年

度
ま
で
の
３
ヵ
年
計
画
で

し
た
が
、
工
期
を
令
和
８

年
度
ま
で
の
５
ヵ
年
に
変

更
す
る
見
込
み
が

日
、

30

議
会
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

県
の
砂
防
堰
堤
工
事
が

６
年
度
か
ら
実
施
予
定
と

な
り
、
重
機
搬
入
通
路
の

拡
幅
工
事
と
連
携
を
図
る

必
要
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
は
、
遊
具

改
修
（
約
５
０
０
万
円
、）

６
年
度
は
、
実
施
設
計

を
変
更
し
、
ト
イ
レ
改
修

な
ど
第
２
期
工
事
、

７
～
８
年
度
は
、
ス
テ

、

ー
ジ
解
体
や
ば
ら
園
改
修

ス
ロ
ー
プ
設
置
な
ど
、
第

３
期
工
事
、

９
年
度
に
全
面
供
用
開

始
と
な
り
、
総
事
業
費
は

１
億
２
０
０
０
万
円
を
見

込
み
ま
す
（
当
初
計
画
１

億
９
６
０
万
円
。）

る
数
が
、
米
国
以
外
で
は。

日
本
が
一
番
多
い
ん
だ
ト

し
て
ま
だ
、
ま
だ
何
機
だ

が
注
文
さ
っ
た
な
だ
ろ
？

▲
政
府
は
さ
す
が
に
、
何

が
原
因
だ
か
判
る
ま
で
飛

ば
す
な
ヨ
、
と
言
っ
た
と

。

。

い
う
し
か
し
ど
う
だ
ヤ

次
の
日
チ
ャ
ン
と
あ
っ
ち

こ
っ
ち
で
飛
ん
で
い
た
。

と
い
う
事
は
、
日
本
は
米

国
に
ナ
メ
ラ
レ
テ
い
る
こ

と
に
な
ら
な
い
か
。

、

▲
対
等
な
独
立
国
な
ら
ば

い
う
事
を
聞
か
な
い
ん
だ

か
ら
、
責
任
者
を
呼
び
つ

け
て
何
し
て
ん
な
だ
・
す

ぐ
止
め
れ
っ
て
・
言
う
だ

ろ
？
こ
れ
だ
ば
日
本
を
守

る
と
い
う
安
保
条
約
は
ウ

ソ
だ
こ
と
に
な
ら
ね
が
。

国
民
の
安
全
安
心
を
言
う。

政
府
も
ウ
ソ
だ
な
だ
が
～

▲
日
本
の
い
う
事
を
一
顧
い
つ
こ

だ
に
し
な
い
し
、
日
本
の

航
空
法
を
守
ら
せ
な
い
で

～
ｍ
の
超
低
空
飛
行

60

70

で
ど
こ
で
も
飛
ぶ
こ
と
を

許
し
て
い
る
。
日
本
っ
て、

な
ん
だ
な
だ
も
ん
だ
や
と

悲
し
く
な
り
ま
せ
ん
か
？

皆
さ
ん
（
石
川
）

。

こ
の
機
会
に
一
言
述
べ
て

お
く
。

明
治
十
八
年
四
月

撰
文
副
長
官
・
従
五
位
勲

六
等
重
野
安
釋

陸
軍
大
将
一
品
大
勲
位

熾
仁
親
王
篆
額

従
五
位

長
炗
書

。

の
運
行
が
便
利
に
な
っ
た

郡
民
は
７
６
０
０
円
を

徐
々
に
つ
く
り
、
壮
麗
な

郡
役
所
を
建
て
た
。
そ
れ

で
巡
幸
の
御
休
所
に
な
る

好
意
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。

天
皇
は
我
々
に
安
心
と

い
う
恩
を
、
我
々
の
真
心

が
天
皇
に
通
じ
、
益
々
深

く
な
り
一
滴
の
雫
が
広
大

な
海
と
な
る
よ
う
だ
。

こ
れ
を
後
々
ま
で
伝
え

子
孫
の
教
訓
と
す
べ
き
で

あ
る
。
余
は
独
り
で
は
な

い
。
敬
う
べ
き
多
く
の
人

 

が
い
る
。
あ
わ
せ
て
國
家

萬
世
の
慶
治
た
め
な
り
。

も
ら
う
よ
う
依
頼
し
た
。

羽
前
・
羽
後
の
出
羽
国

は
、
東
山
道
奥
の
僻
地
、

田
川
郡
は
月
山
・
朝
日
の

二
山
に
画
さ
れ
最
上
川
に

。

、

至
る
昔
は
旧
荘
内
藩
領

今
回
東
西
二
郡
に
分
け
、

飽
海
郡
と
で
庄
内
三
郡
に。

な
り
１
９
３
村
と
な
っ
た

巡
幸
に
際
し
、
最
上
川︱

沿
い
に
磐
根
街
道(

古
口

清
川
：
下

)

開
削
（
草

写
真

薙
温
泉
湧
出)

な
ど
大
土
木

事
業
が
行
わ
れ
、
舟
や
車

欠
陥
機
が
墜
落

今
回
も
米
軍
の
最
初
の

発
表
は
「
不
時
着
」
と
い

う
言
葉
だ
っ
た
と
。
オ
ス、

プ
レ
イ
が
墜
ち
た
こ
と
を

事
故
と
は
言
い
た
く
な
い

執
念
み
た
い
な
も
の
を
感

じ
ま
せ
ん
か
。

▲
目
撃
者
に
よ
れ
ば
、
片

方
の
エ
ン
ジ
ン
は
火
を
噴、

い
て
爆
発
し
吹
っ
飛
ん
で

そ
の
後
裏
返
し
に
な
っ
て

海
に
墜
ち
た
と
い
う
。
そ

れ
で
も
随
分
長
い
時
間
、

浮
い
て
藻
掻
い
て
い
た
の

も

が

が
映
っ
て
い
た
で
し
ょ
。

行
方
不
明
の
７
人
は
あ
の

中
に
い
た
と
い
う
事
に
な

る
ナ
。
と
い
う
事
は
、
戦

闘
機
の
よ
う
な
、
搭
乗
員

が
空
に
吹
っ
飛
ば
さ
れ
る

緊
急
脱
出
装
置
は
つ
い
て

い
な
い
と
い
う
事
か
。

▲
そ
ん
な
飛
行
機
。
山
形

空
港
に
も
緊
急
着
陸
で
何

泊
か
し
た
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
年
何
回
も
緊
急
着
陸

を
迫
ら
れ
る
欠
陥
機
な
ん

だ
ヨ
こ
れ
が
。
こ
ん
な
物

騒
な
物
が
空
を
飛
ん
で
い

現
代
文
の
碑
②

こ
れ
を
機
会
に
、
郡
長

石
井
武
雄
、
郡
書
記
鈴
木

重
光
、
中
村
有
行
、
吉
田

哲
茂
、
さ
ら
に
五
十
嵐
九

兵
衙
、
加
藤
三
七
、
石
栗

六
内
、
富
樫
信
好
、
議
員

齊
藤
良
輔
、
石
川
養
貞
、

齊
藤
多
右
衙
門
、
本
間
多

右
衙
門
等
の
村
長
は
、
村

の
長
老
と
相
談
し
、
郡
役

所
の
慶
事
を
記
し
た
碑
を

建
て
よ
う
と
思
い
、
縣
令

折
田
平
内
に
文
を
書
い
て

温
海
公
園
（
ば
ら
園
）
整
備
の
計
画
変
更

東
田
川
史
跡
物
語

青
山

崇

『
駐
鑾
之
碑
』
⑨

温海公園整備事業 変更概要図（11/30議会提出資料から）


